




されてきた学級通信に注目したい。かつて、野地潤家は、 「学校単位の歴史を学校史と名づければ、在来の学校史は」 、 「学校の外郭史・制度史にとどまって、継続的な記述による、内実史・実践史にまでは高めら いなか た」ことを指摘した。その上で、 「既存の学校史の性格・傾向をこえて、教育の営みそのものを、くわしくいきいきととらえて、その の教育実践史と て記述し、定着して く立場・方法」の必要性を説い のであっ
＊た
1。その方法とし
て、個別記録を重視し、そ 継続・集積を図る 求めている。その継続・集積には「個別記録の年間 通じ 自然集積と、計画集積の二つの方法」がある 両者の違 、次のように述べた。まず、 「自然 」 、一定の教育方針と計画に従ってなされるが、統合を意図的に図っていくのではなく、各実践主体の 由意




























小学校に入学し、同コザ中学校、沖縄県立コザ高等学校を経て、一九六六（昭和四一）年四月に、琉球大学教育学部心理学科に入学し、 七〇 五 三 同大学同 科を卒業している。　
職歴は、以下の通りである。一九七〇年六月から一九七七（昭和





以下の通りに発行・刊行されている。すなわち、一九七 度﹃こだま﹄ （山田小） 、一九八〇年度
　﹃あしあと﹄ （同） 、八一年度﹃こ








製本され、表紙上部には、 「親と子と教師で綴るこの１年」とする表示があり、ついで行を改め、表題 して、 ﹃学級だより
　
あゆみ﹄
とある。中部には、子どもの遊ぶ様子の絵が描 れ、表紙下部には、 「一九八四（算用数字―渡辺注） 」とあり、改行して「仲泊小学校一（同）年」と記されている。奥付はない。　﹃あゆみ﹄を考察の対象としたのは、知花初枝教諭が教職一五年目（ ﹃あゆみ﹄の自己紹介欄参照） あり、学級通信を継続発 して六年目、と経験が蓄積されていること、仲泊小 校で一年生担当が二回目であり、赴任時 年生担当時にも﹃こだま﹄を発行しており、参照することが可能で ことなどを考慮して選択した。
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　﹃あゆみ﹄は、一七八号分の通信と、児童全員の作文「うちの人のこと」とに分けて一冊に製本されている。創刊号（四月九日）には、 「創刊号にあたって」として、 「これから、学級だより﹃あゆみ﹄を発行します。／ （改行を示す、以下同じ―渡辺注）子ども達とお父さん
　
お母さん、そして私の日々の﹃あゆみ﹄の記録です」
と目的が記 れ、掲載内容として、 「・学級内のニュース／・一人ひとりの仲間の紹介／・子ども達の作品／ お知らせ・お願い私のぐち（たまに）／など」を挙げ、 「よろしく愛読くださ 。そして、お父さんや 母 も んどん原稿をお寄せ ださい。 」と呼びかけて、創刊 言葉としている。　
掲載内容の「一人ひとりの仲間の紹介」にあたる「わが子をかた




























する、絵入りの留意点を転載している。 「親指は、余り強くまげない。 」 「親指の先が、人差 指より下がらない。 」 、 「鉛筆のけずりぎわの少し上（
1ｃｍくらい）を持つ。 」 「鉛筆の軸が、親指と人差し
指のつけ根までいかない。 」と留意点が付されて る。さらに「そのほか 注意」として、 「・中指、くすり指、小指は、軽くまるめて内側におく。／・小指は、紙の上につけておく。／・手首や指に力を入れすぎない が、加えられている。また、四号（四月一一日）でも、 「えんぴつを持つ時おちい やすい
10の失敗」として、
細やかな注意が与 られて る。保護者宛に鉛筆の正しい持ち方を伝え、家庭 見守り、指導することによって、児童に鉛筆の正しい持ち方が定着することを求めて 。






早く勉強がしたいと意気込んでいます。 （中略―渡辺）一年生の〝やる気満々〟に圧倒されて国語の〝授業〟に入りました。／まず、読みと正しい鉛筆の持ち方からです。 」とあり、この日から鉛筆の持ち方の練習に入ったことが分 る。 ﹃こだ ﹄五号（一九八一年四月一一日）には、柔らかい鉛筆を用いること、マス目は二・五
 ｃｍくらい、下敷きは柔らかいものがよいなどの他、上手な




を入れきれない子もいっぱいいます。何度もけしゴムを使 子もいます。一年もすれば、り な字が書けるようになります。 」とあり、四人の児童の書いた文字が複写されている。この指導には児童の文字への関心を高めることも意図されていよう。児童 書 た名前の紹介は、一三号（四月二四日）まで続 る。　
四月二六日からは、五十音図の読みの練習 続き、文字の練習に
入っている。一五号（ 月二七日）には、 「きのうから、文字の書きに りました。／待ちに待っていただけに 子ども達のく つき方は大したものです まず 「し・く・つ・へ」の四文字からで
す。学級集会でも話しましたが、一日四 ・ 五文字ほど進む予定です。（中略―渡辺）／終わった後で大きなまるをつけてやりました。 （中略―同）ごらんになりましたでしょうか。 」とある。一九号（五月七日）には、 「国語の帳面を新 く準備しました。／その日で学習した文字を復習させています。／大きな文字を書くようにと言っています。／うちで点検をして、毎日出させて下さい り、保護者の協力も得ながら 継続して練習に取り組んだ様子が窺える。　
二一号（五月九日）には、 「今日までに二十五文字練習しまし
た。 」とあり、続けて、 「ほとんど、プリントを利用 て学習しています やさし （書き方が）文字か 入ってい す。／ 「ら」と「ち」を練習した時二つは﹃いとこ﹄にちがいないとみんなで決めました。／どうしてかというと、ど らも﹃つ﹄という形があるからです。／そのほか「ん」 「え」 「る」と「ろ」もいとこだと決めてあります。／人間だって、いとこ同士は、どこか似 ますから、子ども達は、おもしろが 五十音の中か 、いとこ同士をさがしています。 」と、 「いとこ して文字を類型化して覚えさせる方法 とられている 三一号（五月二三日）には 「清音の指導が終わりました。終わったといっても、全員がすらすらと書けるわけではありません。ゆっくり時間をかけて指導して きます。記されてい 。およそ一个月をかけて清音を書く指導を ことになる。本号には、他に鏡文字の注意も載っている。四〇号（六月日）には、 「五十音がだいたい書けるようになりましたので、連絡帳を書かせ始めました。／初日の昨日は、四十分も かりました。／子ども達はいっしょうけんめい書きます。 」と報告されている。





まり、一年生は七六字学習すると報告されている。漢字の指導に関しては、 「最初に漢字がどのようにしてできたかを話しました。子ども達はおもしろがって﹃お母さんにも教えてあげよう。 ﹄などと言いながら聞いてくれます。 」と述べている。象形文字の山・木を成り立ちから教え関心を持たせている。ついで、 「木」のつくことば、 「さくらの木」 「まつの木」 「木をきる」などを挙 させている。漢字指導の方法として、 「単に、ノート っぱい
　
木木木木・・・
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にし、 「いか」 ＋ 「つり」のように複合語を語単位に分け とらえて、意味を把握した上で記述することができていな 。読点の使用、拗音、助詞の使用も不十分である。 うしてみれば、児童個々で 文字の使用と文章の記述にかなりの差があること 理解される。
（4）結実期―作文「うちの人のこと」
　﹃あゆみ﹄の最後の部分には、 「うちの人のこと」と題する三五名全員の作文が載せられた。一年生最後の作文といってよく、個々の児童の到達点を示すものである。作文は、教諭の指導の手が必ずしも入っているものばかりではなく、作文能力の実態を映している。　題名は、おとうさん（一二名） 、おかあさん（八名） 、いもうとお
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②赤ちゃん○ぼくの赤ちゃんは、ミルクをのむとき、ときどきせきのかわりにミルクをはきだしてしまいます。また、だかないとなくくせもあります。名まえはみゆきと います。／○ぼくが ないいないば をしたらわらいます／○おなかが くと すぐになきだしてしまいます、そのときはおかあさんがミルクをのませます。／○二ばんめのいもうともみゆきをわらわせることがあります。／○ぼくからのおねがい 、ほいくえんになっても、ようちえんになっ もいつもげんきなみゆきでいてください。 
（ＫＨ男）
③おとうとわたしのおと とは、よく女の子とまちがえ れます。ほんとうに女の子みたいです。／○おとうとの名 えは、つよしといいます。／○つよしは、十円を百円 お ったり、百円を十円
 
とおもったりします。／○わたしがべんきょ をしていると／ 「ゆうこ、いっしょにすわるう 」 いい す。／○つよしは、よく ねえさんのものをいたずらしておこられます。／○お正月にお年だまをもらうとき、小さいじゅんに名まえがよばれたので、つよしが一ばんでした つぎがわたしでした。／○つよしは、すぐにちょうだいを た。わたしもつよ のまねをしま た。／○わたしは、つよしが大すきです。／○つよしは、わたしと ねえさんがけんかをする 、わたしのみかたをしてくれるのです。／○わた のねがいは、 なになっても、つよしが、びょうきにならないことで （ＫＹ子）
　
①のＹＴ男の作文に教諭の手は入っていない。表現力のある児童









つつ、協力して時間をかけて指導にあたっている。①鉛筆の持ち方に関して 初期段階で、家庭にも協力を求めて、細やかな配慮 基に、丁寧な指導がなされている。②文字の学習指導は、教科書から離れた五十音図による指導、易しい文字から 指導、一日四 ・五文







校生活に関連させた作文 国語 読むこ と関連づけた作文指導など、多様な作文指導が、家庭の教育力を高めつつ、協力してなされている。　
①初期には、児童の話したいという意欲をとらえた作文指導がな
された。②中期の夏休みには、絵日記の を、書き方、題材の見つけ方、書く目的から行うことを家庭にも求めて行った。ついで③発展期には、様々なことに関連づけた作文指導がなされた。一つ一つを丁寧に仕上げる作文指導では く 家庭の協力も得ながら興味・関心 とらえて多 書き慣れさせる方針だと考える。学級通信は、家庭に協力を要請し 子どもの作文を掲載することで書く意欲を引き出す機能 果たしている。④結実期 、児童は、知花初枝教諭の添削も考えられるが、多くが整った文章を書くに至っている。　
学級通信からは、指導の実際を把握することは難しい。しかし、


























































































12　「こどもに言っていけないことば」 （五号・四月一二日） 、 「生活のリズムを親子でつくろう」 （一七号・五月一日） 、 「 「子どもの叱り方」 （二四号・五月一二日） 、 「過保護、過干渉 三四号・五月二八日） 、 「テレビ漬け
　
七つの大罪」 （三九号・六月
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